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小学生・中学生のいじめにおける周辺的役割の諸相（ ）
―子どもたちの理由づけから予測する多様な傍観様態―
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問題と目的

学校や学級の中でいじめが起きる際には多くの児

童生徒がその出来事を目撃しながら見て見ぬふりをす

ること（ ，

見て見ぬふりをする「傍観者」的な周囲の態度は「い

じめる子」を支持することになること（森田 ，

いじめを促すような行動をとる者が多くいる学級でい

じめが頻発しやすいこと ）等

が示され，いじめの周辺部にいる子どもたち，中でも

傍観者の動向がいじめの重篤化を左右することが指摘

されている。

いじめ場面に遭遇した際，子どもたちはその場でそ

れぞれがいかに振る舞うかについてさまざまに葛藤す

る こ と も 示 唆 さ れ て い る が （

，いじめの周辺部にいる子どもたちは，

いじめを目撃した際に何を考え，どのような理由づけ

で自らの行動を選択するのだろうか。

本研究では，いじめ周辺部での傍観様態の多様性に

注目し，それぞれの傍観様態とその様態へと至る理由

づけについて検討することを目的とする。

方 法

年 月，中規模都市の教育委員会から協力を

得て 小学校と 中学校に在籍する小学 年生から中

学 年生を対象とした大規模質問紙調査を実施した。

回収数は （小学生 ，男子 ，不明 ）

であった。

調査内容は，身体的攻撃と関係性攻撃が示された

つの仮想場面を設定し，「上のような場面でどのように

行動すると思うか」との教示で，各場面傍観 項目（「無

視する」「見て見ぬふりをする」「教室から出ていく」）

と行動の理由づけ 項目に対して「あてはまる」から

「あてはまらない」の 段階評定で回答を求めた。な

お，分析に使用した項目は調査の一部である。また，

本調査は所属機関の倫理審査と承認を受けて行われた。

結果と考察

場面の理由づけ各 項目について探索的因子分析

最尤法 を行った。 場面とも因子負荷量の低さで

項目が削除され， 場面とも同一の因子構造で 項目

ずつから成る 下位尺度（「自己防衛的理由」「情動的

視点取得」「道徳的理由」）が得られた。各尺度の内的

整合性はα であった。

場面の傍観各 項目の平均値は であり，

いずれの項目も 割ほどの子どもが「ややあてはまら

ない」「あてはまらない」と回答していた。そのため，

各傍観様態について「あてはまる」「ややあてはまる」

を「 」，「ややあてはまらない」「あてはまらない」を

「 」と 値に変換し， 場面各 様態の傍観を目的

変数， つの理由づけを説明変数とする 項ロジステ

ィック回帰分析を行うことで多様な傍観と理由づけと

の関連を検討した。

その結果 ， 場面のいずれの傍観にも自己

防衛的理由は正の効果，道徳的理由は負の効果を示し

た。これは自己防衛的理由得点が高いほど各傍観が起

こりやすく，道徳的理由得点が高いほど起こりにくい

ことを意味する。情動的視点取得は，身体的攻撃場面

で教室から出ていくことに正の効果，両場面での無視

に負の効果を示した。これは情動的視点取得の得点が

高いほど身体的攻撃場面で教室から出ていくことが起

こりやすく，両場面ともに無視が起こりにくいことを

意味し，情動的視点取得が攻撃形態によって異なる影

響を及ぼす可能性が示された。オッズ比に注目すると，

いずれの傍観様態でも他の理由づけに比べて自己防衛

的理由の値が高く，いじめを目撃した際に子どもたち

にとって最優先されるのは「自分に被害が及ぶのは嫌」

「関わりたくない」といった自己防衛的理由であり，

それらが道徳的理由よりも行動決定に大きく関わって

いる可能性が示唆された。

付 記

科研費 の助成を受けた。

オッズ比 95％信頼区間 オッズ比 95％信頼区間 オッズ比 95％信頼区間 オッズ比 95％信頼区間 オッズ比 95％信頼区間 オッズ比 95％信頼区間
自己防衛的理由
情動的視点取得
道徳的理由

Table 1  2項ロジスティック回帰分析の結果
身体的攻撃場面 関係性攻撃場面

無視する 見て見ぬふりをする 教室から出ていく 無視する 見て見ぬふりをする 教室から出ていく
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